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<連絡事項>

· 本日16時より、青陽館打ち合わせ会議の為、下舘S.G.M・中居J.G.M・山田T.O.Lが業務を抜ける。

· 5/22（火）18時から欠席者懇談会あり。（場所：大陸飯店）

· 5/22（火）13時から朱夏と買物予定の為、山田T.O.Lが業務を抜ける。

· 5/24（木）小野寺文明様が外来予定。通所に向けての話し合いを行う予定。

（同日、デイケア体験利用予定）

· 5/26（土）16時半、理事会にて新棟披露予定。25日（金）までに荷物の運び入れ・物品のセッティングを行う。（業務時間を利用し、引越しを行う）

<外来情報>

· 森田　清助様～花粉症の症状は特に変化なく、処方薬もない。週末は実家へ行き、畑仕事の手伝い　

をしてきたとのこと。

· 我満　奈津紀様～先週の外来後、彼氏と改めて話をすることはなかったとのこと。生理前にはお腹　

が痛くなるとのことで、頓服薬継続処方となる。

· 高橋　百寿様～血糖値の変動はない。普段は散歩を一時間ほどしているという。口喝等の症状は変　

わらないとのこと。

· 晴山　美智子様～二週間に一度の外来を希望するが、通所利用者は一週間に一度の外来受診が原則　

であることを説明すると納得する。デイケア来所時に同様の訴え聞かれた際には、統一した対応をしていく。

　　　　　　　　　先週実施した心電図は異常が無かったが、本人は納得できない様子で、「肺癌かな。」等の発言聞かれている。

　　　　　　　　　また、購入したタバコが自分に合わないから吸えないと話され、４箱あるタバコを通所内で他者にあげようとされる。スタッフ介入すると「だめなんだって」と話され、返してもらっている。

· 今野　容子様～晴山様が吸えないと話したタバコを貰い受けている。通所内での物のやり取りは禁

止であることを説明すると、「いらないって言ってるのをもらって、何が悪いの！お金出して、買ったらいいんでしょ。」と話す。再度、通所内での物のやり取りは禁止であることを説明すると不満気な様子でタバコを晴山様へ返している。

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～5/18（金）18時頃、本人より電話がある。

　　　　＜内容＞自身の気分の落ち込み、自傷行為をするような不安感、自己嘔吐、入院について、土日を乗り切れないという思い、母親へ自身の考えを言えないこと等

＜対応＞◎気分の落ち込み⇒自身の対処法は音楽を聴くことと話すが、今は音楽を聞いても気分の落ち込みは変わらないという。外出（青明舎の利用）を勧めるが、親が忙しくことや交通手段がないことを理由に拒否している。

◎入院の件⇒「外来で、先生が入院しなさいって言ったから、入院するかもしれません。」と話す。主治医が「入院しなさい」と指示はしていないこと、先週の外来後に家族で話し合い、入院しないことを決めた事を確認したところ、「そうでした。」と振り返る事出来ている。

　　　　◎自己嘔吐・自傷行為⇒自傷行為をしそうなときの気持ちをメモしておくよう話す。また、気分が落ち込んでいる事、自身が母親へ言いたい事なども、同様にメモを取り、5/21（月）のデイケア利用時の面談で、見せてもらいたい事を説明。本人も了承している。月曜来所するまでは、自己嘔吐・自傷行為は絶対に行わないことを約束すると、「分かりました。」と話す。

　　　　　　　　◎母親へ伝えたい事⇒母親へ相談しようとするが、「これを飲んで寝なさい。」とお酒を手渡し、話を切られるという。その為、自身は考えていることを伝える事ができないとのこと。5/22（火）の外来前に母親同席で、話し合う事ができることを説明している。

※上記内容を面談にて話し合いたいことを伝え、5/21（月）は必ずデイケアへ来所してほしいことを伝えると「分かりました」と話すが、本日は連絡なく欠席した為、自宅へ電話確認。母親より「金曜日に言ったはずですけど…。仕事が忙しいので休みます。」と一方的に電話を切られるが、そのような内容の連絡は受けていない。

· 繁名　和恵様～13時15分、本人より不調の訴えありリスパダール服用。その後すぐ「今日の幻聴

は普段とは違い、後ろに気配を感じ、自分を中傷する内容の幻聴が聴こえる」と話される。「職員とマンツーマンで話していても、幻聴に左右される」と話される為、少し早目に帰荘している。青山荘へ情報提供行っている。

· 横山　耕生様～昼食後より不調の訴え聞かれる。減薬後より体のだるさは無くなったが、眠れなく　　　

なった気がするとのこと。昨日の就寝時間についても曖昧な返答をする。また、通所目的等の振り返りを行った際、プログラムの居眠りについて「（眠気や不調等を）薬のせいにすることが多いけど、自分に根性が足りないからだと思う。」との発言聞かれる。

＜デイナイトケア事例検討＞

稲垣　フキ様（63）　現在の通所状況　100％

○本人目標：ダイエット（53kgになる←現在は56kg）

○治療計画：漢字・計算プリントの継続的実施⇒新しいプリントの導入を行う。

食事の一口残しの継続的実施⇒体重減少の際には、評価をしっかり行う。
　　　　　　身体的な訴え⇒話の傾聴・不安軽減のためのアドバイスを行う。

○現状と対応

・「頭がモヤっとするから、毎日（漢字・計算）プリントをやらなきゃ。」と話される。

⇒モヤつきについて、プリントを実施することにより、モヤが晴れると感じている様子。本人の意欲はある為、今後は新しいﾌﾟﾘﾝﾄの導入をしていく。

　・競争するようなプログラム内容の際には、他者に対し強い口調になることがある。

⇒トラブルのないよう、必要時にはスタッフが介入していく。

　・子供宛ての手紙を持参しポストへ入れるようお願いしたり、子供に会いに行きたいとの事で新幹線の料金等について尋ねてくる。

　　　⇒手紙は受け取らず、青風荘スタッフへ渡すよう説明する。

　　　　新幹線等について尋ねられた際には、高額である事を伝え、本人が『利用は困難』と認識できるよう説明する。

　・夕食後、五日市様とレストラン退室時の列の並びについて口論となることがある。

　　　⇒五日市様に引っ張られることで、転倒の危険性がある為、退室時には両者の見守り・必要時には介入していく。

小笠原　富治様（70）　現在の通所状況　100％

○治療計画：日常生活リズムの確立⇒プログラム参加を促す。

　　　　　　他者との交流⇒プログラムで役割を担ってもらい、他者との交流を広げる。

　　　　　　定期的な振り返りを行う。

○現状と問題点

　・プログラム中に自発的発言は聞かれないが、質問に対する返答では、自己評価の高さが見受けられる。

　　⇒定期的な振り返りを行う。

　・以前行っていた挨拶当番は現在拒否しているが、お茶当番は継続して行っている。

　　⇒継続して行えていることを評価していく。（現在できている事の評価）










